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１．研究計画の概要 
 P を素数とする。円分体論の基本的な事柄
の一つはStickelberger idealが p分体のイデ
アル類群を消すという Kummer の定理であ
る。Hilbert は有理数体上の tame なアーベル
拡大の正規整数底に関する Hilbert-Speiser
の定理を用いてこの定理の別証明を与えた。
このことはKummer-Stickelbergerの定理と
整数環の構造が密接に関連することを示唆
している。この研究の主目標はこの関係を可
能な限り一般化することである。具体的に述
べる。 
 （１）代数体 F の整数環を OFとし p 整数
環を O’F とする。OF よりも O’F の方が扱い
やすい対象なので O’F を主体に考える。F が
条件 H’(pn)を満たすとは F 上の全ての、
exponent が pnの約数となるアーベル拡大が
O’Fについて正規底を持つことを言う。また、
F が全ての n で H’(pn)を満たすとき、F は条
件 H’(p∞)を満たすという。各 n に対して
H’(pn)を満たす必要十分条件を何らかの
Stickelberger ideal を用いて記述し、さらに
非常に強い条件 H’(p∞)を満たす代数体の例
を挙げる。 
 （２）代数体 Fが条件 H(p)を満たすとは F
の全ての tame な p 次巡回拡大が本来の整数
環 OF について正規底を持つことを言う。こ
の条件を満たす虚アーベル体を決定するこ
と。 
 
２．研究の進捗状況 
 上記概要に述べた（１）、（２）とも極めて
順調に進んでいる。それぞれに分けて進捗状

況を述べる。 
 （１）pが奇素数の場合には研究が完了し
た。その成果は論文○2 及び論文○5 で発表した。
以下その内容を大雑把に解説する。Gnを剰余
環Z/pnZの乗法群とし、SnをGnに付随する
Stickelberger idealとする。Gnの部分群Hに
対して、SnのH部分としてHのStickelberger 
idealを定義した。基礎体Fに 1 のpn 乗根を添
加した体をKnとする。ガロア群Gal(Kn/F)は
自然にGnの部分群と看做せるが、この時これ
に付随するStickelberger idealをSF,nとする。
最も主要な結果は 
 定理：上の設定の下で、代数体 F が H’(pn)
を満たす必要十分条件は ideal SF,nが Knのイ
デアル類群を消すことである。 
この結果は「計画の概要」に述べた Hilbert

の仕事の一般化に当たる。これを用いて、p
分体の部分体で条件 H’(p)を満たすものを決
定した。特に、conductor p の虚２次体でこ
の条件を満たすものは、F=Q（√－p）で p=3, 
7, 11, 19, 43, 67, 163 に限ることを示した。
更に、p 冪分体の類数についてのある予想を
認めれば、上記の虚２次体は非常に強い条件 
H’(p∞)を満たすことを示した。 
 主定理の証明の大きなポイントは２つで
ある。１つ目は、２００４年度の科研費研究
で得た、代数体の巡回 Kummer 拡大が正規整
数底を持つための必要十分条件である。２つ
目は正規整数底の Galois descent の問題で
ある。これは難しい問題ではあるが主定理の
証明に十分役立つような結果が得られた。 
 （２）論文○4 で条件H(p)を満たす虚２次体
を決定し、その後、論文○1 でH(p)を満たす虚



アーベル体を決定した。特に、11 以上のpに
ついてこの条件を満たす虚アーベル体は存
在しない。 
 
３．現在までの達成度 
 ○2  おおむね順調に進展している。 
 （理由） 
 「進捗状況」の欄に述べたように、「計画」
の（１）、（２）共にほぼ完了している。なお、
「進捗状況」で述べた以外の結果もある程度
あり、極めて順調に研究を進めていると思う。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 進捗状況の(1)の最後に述べたように、「概
要」(1)の研究は p 冪分体の類数に関するあ
る問題と密接に関わることが明らかになっ
た。この問題は plus 部分と minus 部分に分
かれる。今後、残された研究時間をこの minus
部分の研究に当てる予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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